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「
人
は
変
わ
れ
る
・
夢
は
叶
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

個
々
の
力
を
引
き
出
し
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た

五
十
嵐
さ
ん
と
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
、
決
断
力
と
ひ
た
む
き
な
努
力
で
突

き
進
み
、
夢
を
実
現
し
た
秋
元
さ
ん
。
お
二
人
の

人
柄
が
ト
ー
ク
に
あ
ふ
れ
、
約
4
0
0
人
の
参
加

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

一
歩
ふ
み
だ
す
勇
気
が
湧
き
、
何
か
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

（
一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。）

き
っ
か
け

五
十
嵐
（
以
下
、
五
）：
2
0
0
4
年
に
テ
レ
ビ
で

厚
木
高
校
の
演
技
を
見
て
触
発
さ
れ
た
。
輝

い
て
い
る
女
子
高
生
に
感
動
し
、
チ
ア
の
経

験
は
全
く
な
か
っ
た
が
、
同
じ
高
校
生
、
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
っ
た
。
初
め
か
ら

全
米
優
勝
を
目
標
に
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
す

る
こ
と
だ
け
を
考
え
た
。

秋
元（
以
下
、秋
）：
就
職
氷
河
期
で
は
あ
っ
た
が

日
本
航
空
に
入
社
で
き
、
人
と
の
交
流
と
お

も
て
な
し
を
学
ん
だ
。
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
の
仕
事
は
と
て
も
や
り
が
い
が
あ
っ
た

が
、
飛
行
機
の
中
で
は
お
客
様
と
は
一
期
一

会
。
な
の
で
、
お
客
様
の
人
生
の
節
目
節
目

に
立
ち
会
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
興
味
を
持
っ

た
。

苦
労
し
た
こ
と

五
：
立
ち
上
げ
の
時
に
は
、
周
り
か
ら
の
猛
反

対
に
あ
っ
た
。
前
身
の
バ
ト
ン
部
の
部
員
は

す
べ
て
辞
め
、
学
校
や
保
護
者
か
ら
の
苦
情

が
殺
到
し
、
四
面
楚
歌
状
態
に
な
り
メ
ン
タ

ル
が
へ
こ
ん
だ
。
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
始
め

た
こ
と
が
全
て
裏
目
に
出
て
い
た
頃
、
夫
か

ら
「
ぶ
れ
る
な
」
と
だ
け
言
わ
れ
た
こ
と
に

救
わ
れ
た
。

秋
：
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
時
に
、
ど
う
し
て
も
思
う

よ
う
な
物
件
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
諦
め
か

け
た
矢
先
に
、
夫
が
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た

現
在
の
物
件
を
見
つ
け
て
き
た
。
ま
た
、
シ
ェ

フ
の
世
界
は
完
全
に
男
社
会
、
く
じ
け
そ
う
な
と

き
は
、
初
め
て
作
っ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
を
日
本
一
だ

と
ほ
め
て
く
れ
た
夫
の
言
葉
が
支
え
だ
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
極
意

五
：
生
徒
へ
の
指
導

　
　

副
顧
問
、
部
長
、
副
部
長
な
ど
の
数
人
の

リ
ー
ダ
ー
と
頭
の
中
を
同
じ
に
す
る
。
生
徒

の
中
に
も
、
も
と
も
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
れ
る
子
が
い
る
の
で
、
そ
の
力
を
引
き
出

す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
内
で
も
め
事
が
起
こ
っ

た
時
は
、
不
満
を
出
し
き
る
。
荒
療
治
だ
け

ど
本
気
で
話
し
合
い
、
信
頼
関
係
を
作
る
。

秋
：
店
の
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
導

　
　

ソ
ム
リ
エ
（
夫
）
と
タ
ッ
グ
を
組
む
。
良
い

人
悪
い
人
、
叱
る
人
フ
ォ
ロ
ー
す
る
人
と
役
割

を
分
け
る
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
内
の
悪
口
は
わ

ざ
と
暴
露
す
る
。
そ
し
て
し
っ
か
り
ケ
ア
す
る

こ
と
で
わ
だ
か
ま
り
を
つ
く
ら
な
い
。

今
後
の
夢

五
：
福
井
を
チ
ア
の
町
に
す
る
！ 

笑
顔
で
人

を
応
援
す
る
雰
囲
気
に
し
た
い
。
ま
た
、

J
E
T
S
卒
業
生
の
活
躍
の
場
と
し
て
踊
れ

る
イ
ベ
ン
ト
や
場
所
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

秋
：
ア
ジ
ア
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
女
性
シ
ェ
フ
に

な
る
！ 

女
性
の
料
理
人
は
50
歳
を
超
え
て
か

ら
と
い
わ
れ
る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

先
も
継
続
し
て
日
々
努
力
し
て
い
く
。
シ
ェ

フ
を
志
す
女
子
の
目
標
と
な
り
た
い
。

家
族
の
支
え
や
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
信
じ
た
道
を
ぶ
れ
ず
に
突

き
進
み
、
ま
す
ま

す
輝
き
続
け
る
お

二
人
に
、
女
性
活

躍
の
ヒ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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発行者
（公財）ふくい女性財団
〒919-8135
福井市下六条14-1
ユー・アイふくい
（福井県生活学習館2階）

ふくいきらめきフェスティバル 2019
ふみだそう新しい一歩！〜わたしの可能性を楽しむ〜

令和元年6月29日（土）　福井県生活学習館[ユー・アイふくい］にて開催

トークセッション

一歩ふみだす勇気 〜夢を実現する　わたしたちのポジティブメソッド〜

morceau オーナーシェフ ふくいブランド大使
　秋元 さくら氏（左）
福井県立福井商業高校 保健体育科教諭
チアリーダー部JETS顧問
　五十嵐 裕子氏（右）

オープニングピアノ演奏
黒田 愛里さん

令和元年9月25日発行1
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ガールスカウト
チャリティフォト撮影

活動展示

好きなデザインを選び、短時間できれいに
かわいくできました。

タイルで作るわくわくコースター

小さなドミノで高い塔を作り、夢中になっ
て遊びました。

木製手作りドミノで遊ぼう！

パパと娘さん、ほほえましい！
魚はなんと30センチ超のハマチ！

魚のさばき方教室

アロマの香りに癒され、手のマッサージで
全身がリラックスできました。肌もきれい
になりました！

ハンドトリートメント

真剣に取り組み、小学生の時の習字を思い
出しました。のし袋や絵馬など、いろいろ
な題材にチャレンジできました。

くらしに活かせる筆ペン講座

和紙でバラやカーネーションを作って、和
紙の花瓶にアレンジしました。ほめ上手の
先生で、心までキレイになりました！

越前和紙で花づくり

人生や夫婦について深く考える映画でした。
これからの人生の道標となりました。

中高年になってからでも始められる楽しい
運動で、体が軽くなりました。

楽しくカラッチ Kara-fit®

映画「人生フルーツ」

ありがとう！企画委員さん

企画・広報から当日運営ま
で大活躍！
ステキな個性の10人で、
アイデアがうまれ、
つながりがうまれ、
終わる頃にはこの笑顔♡

大人が絵本を読むと、一人ひとりの経験や価値観が反映されるの
で、感じる側もひとそれぞれで多様な感じ方をするそうです。楽し
い絵本では声を出して笑い、考えさせられる絵本では緊張感に包ま
れ、絵本の世界を楽しめました。

朗読劇から、地域や家庭での身近な男女共同参画の問題点を見つ
け出し、より良い家庭や地域にするために、どう行動に移すか考
えました。話し合いをする中で、自分だけで抱え込まずに、悩み
を共有することが大事だと気付きました。

「100人100色」絵本の力を借りて違いを認め合う
～おとなのための絵本セラピー®～

わたしの可能性は地域や家庭から
～さばえ男女共同参画ネットワーク朗読劇から考える～

子育てと親の介護のダブルケアのみならず、子どもの障害や不登
校、自身の健康や就労問題などの多重ケアで苦しむ人々の現状を
知り、何ができるかなどを参加者全員が真剣に話し合う姿が印象
的でした。

知っていますか？“多重ケア”
～みんなで考える 今・この時から私たちにできること～

ふくいきらめきフェスティバル 2019

おいしいもの販売

令和元年9月25日発行 2
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職　　名 氏　　名 現  職  名

理  事  長 　田村　洋子 福井県連合婦人会長

副理事長
　進藤　久美子 （株）ネスティ専務取締役

　西　　芳子 福井県商工会女性部連合会長

理　　事

◇前田　洋一 福井県地域戦略部長

　森近　悦治 福井県生活学習館長

◇小川　喜久子 ＪＡ福井県女性組織協議会長

◇吉川　春美 福井県婦人福祉協議会長

◇杉本　桂子 福井県生活学校連絡協議会長

◇林田　とよ子 （一社）ガールスカウト福井県連盟長

◇斎藤　美穂子 勝山男女共同ネットワーク会長

◇千田　要子 わかさ元気町づくりネットワーク会長

◇三田　英男 北陸電力㈱福井支店総務部長

◇田中　香苗 ふくい女性ネットNEXT(西武福井店総務部長)

◇出蔵　加津代 元福井県生活学習館長

専務理事 ◇江端　美喜子 (公財）ふくい女性財団事務局長

監　　事
　川﨑　周市 元（一財）福井県労働者信用基金協会専務理事

◇齋藤　啓子 元(公財)ふくい女性財団副理事長
さばえ男女共同参画ネットワーク会長

評  議  員

　石森　利栄 （株）エイチアンドエフ営業部課長

◇江守　直美 （公社）福井県看護協会長

　加藤　まどか （大）福井県立大学 学術教養センター准教授

　北島　三男 前（株）福井新聞社特別論説委員

　小林　順子 小林化工（株） 取締役副社長執行役員

　澤﨑　祥也 日華化学（株） 取締役執行役員管理部門長

　三好　  勝 税理士法人三好会計代表社員税理士

　　　　　　◇の方は新しく就任されたみなさんです。

（公財）ふくい女性財団　令和元年度 役員紹介

今後の講座予定　
※詳細が決まり次第ホームページ等でお知らせします！

講座報告

【キャリアアップ応援講座】　講師：（株）はぴきゃり 金沢悦子氏
仕事もプライベートも充実させたい！ハッピーキャリアのつくりかた＠office

　自分自身を知るツールとして、人の考え方や
行動パターンを「見える化」できる統計心理学
i-colorで、３つの価値観タイプに分かれてワーク
を行いました。その結果を共有することで自分の
価値観を知り、３つのタイプそれぞれに適した声
かけなどコミュニケーションのコツを学びまし
た。自分自身と向き合うことで、自分の価値観の
軸を見つけるヒントを得ることができました。

このたび、子末理事長の後を受け理事長
の大役を担うこととなりました。

男女共同参画ネットワークに係わって30
年近く、私にとって県内全域を網羅してい
る女性財団は、まさに女性の社会進出につ
いて考える良い学びの場でした。私たちが、
学びを通じて培ってきた男女共同参画社会
づくりの基礎の上に、現在の女性たちの活
躍があるのだと思います。

SDGs　（持続可能な開発目標）の実現に
向け、あらゆる分野における女性の活躍推

進が一層求められている今は、その環境づくりを促進する絶好の
機会です。この好機を逃すことなく、加盟団体の皆様と共に、働
く女性の活躍応援や地域の女性団体の活動支援など、一層の事業
充実に取り組んでまいりたいと考えております。

微力ではございますが、女性財団の充実、発展のために、精一
杯努めてまいりますので、皆様の一層のご指導、ご支援を賜りま
すようよろしくお願いいたします。

・キャリアアップ応援講座10/18（金）

あなたの笑顔、相手に届いてますか？
〜表情トレーニングで手に入れるHAPPY LIFE〜

・再就職等チャレンジ支援セミナー10/25（金）

女性のための再就職支援セミナー in あわら市

・指導者養成講座11/2（土）

人生100年時代のライフデザイン考える

・キャリアアップ応援講座11/7（木）

仕事も人間関係もうまくいく！
気くばりのコミュニケーション・マナー

【基本・応用編】福井会場

・キャリアアップ応援講座11/26（火）

仕事も人間関係もうまくいく！
気くばりのコミュニケーション・マナー

【基本・応用編】敦賀会場

・管理職のための女性人材セミナー11/20（水）

部下の「仕事」と「子育て･介護」の両立を可能に！
管理職のための両立支援マネジメントセミナー

・カップル応援講座（未定）

・新米パパママ応援講座（未定）

【管理職のための女性人材育成セミナー】　講師：(株)Woomax 竹之内幸子氏
現場の「上司力」を身に付ける！女性部下マネジメントセミナー

　女性活躍推進の必要性、女性社員、若手社員が
持つ価値観、人財育成に必要な解決志向、上司と
しての役割、部下の主体的な行動を引き出すコ
ミュケーション等について学習しました。グルー
プワークでは、上司としての難しい役割を受講者
の方が自ら経験してみることで、効果的な部下へ
の関わり方を身に付けることができました。

令和元年度
福井県男女共同参画社会づくり
功労者知事表彰受賞者

斎藤 美穂子（勝山市）

長谷川 幸子（あわら市）

福井 眞寿美（若狭町）

山崎 栄一   （福井市）

（五十音順・敬称略）

就任あいさつ

理事長
田村 洋子

令和元年9月25日発行3
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３
年
前
、
全
国
最
年
少
で
女
性
杜
氏
に

な
っ
た
吉
田
真
子
さ
ん
。
社
長
で
あ
る
お
母

様
を
は
じ
め
、
米
作
り
を
義
兄
さ
ん
、
営
業

を
お
姉
さ
ん
、
そ
し
て
お
店
に
立
つ
お
婆
様

の
家
族
と
、
蔵
人
そ
し
て
地
域
の
人
と
と
も

に
完
全
自
社
生
産
に
こ
だ
わ
っ
た
「
白
龍
」

を
造
り
だ
す
、
吉
田
酒
造
（
永
平
寺
町
）

の
若
き
蔵
元
杜
氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

仕
事
の
内
容 	

酒
造
り
全
般
を
責
任
を
も
っ
て
行
い
、

製
造
計
画
を
た
て
、
蔵
人
へ
の
指
示
を
出

し
、
か
つ
安
全
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
人

や
場
所
を
整
え
る
の
が
仕
事
。
い
い
酒
を

造
る
た
め
に
、お
客
様
と
直
接
話
し
た
り
、

先
輩
杜
氏
の
蔵
の
見
学
に
も
行
く
。
良
い

と
思
っ
た
こ
と
は
す
ぐ
取
り
入
れ
る
。

き
っ
か
け 	

　

父
の
体
調
が
悪
く
な
り
、
大
学
４
年
の

時
、
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
母
か
ら
懇
願

さ
れ
、
家
の
一
大
事
と
あ
っ
て
卒
業
と
同

時
に
蔵
元
の
家
業
を
継
い
だ
。
就
職
活
動

中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
継
ぐ
こ
と
に
は

抵
抗
は
な
か
っ
た
。

初
め
は
杜
氏
で
は
な
く
一
蔵
人
と
し
て

当
時
の
杜
氏
の
下
、
勉
強
す
る
た
め
に
製

造
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
杜
氏
に
つ
い
て

行
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
中
、
高
齢

だ
っ
た
杜
氏
が
腰
を
痛
め
て
期
間
途
中
で

帰
郷
。
突
然
自
分
が
杜
氏
に
な
る
し
か
な

い
状
況
に
な
っ
た
。
や
っ
て
い
け
る
の
か

悩
ん
だ
が
、
そ
の
頃
修
行
も
兼
ね
て
手
伝

い
に
行
っ
た
北
海
道
の
蔵
で
、
酒
造
り
の

お
も
し
ろ
さ
を
知
り
、
先
輩
杜
氏
が
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な

が
っ
た
。

女
性
蔵
元
杜
氏
と
は 	

　

近
年
は
外
部
の
杜
氏
を
迎
え
ず
、
蔵
元

が
製
造
を
行
う
蔵
元
杜
氏
は
全
国
的
に
増

え
て
い
る
。
祖
母
の
時
代
は
女
人
禁
制

で
、
自
分
が
幼
い
頃
に
は
、
蔵
に
は
一
度

も
入
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
近
で
は

閉
鎖
的
で
な
く
な
り
女
性
の
蔵
元
杜
氏
も

増
え
て
き
て
い
る
。
体
力
の
い
る
仕
事
だ

が
、
機
械
化
で
省
力
化
が
進
み
、
女
性
も

出
来
る
仕
事
に
な
っ
て
き
た
。
女
性
の
視

点
で
、
休
暇
の
増
加
、
蔵
の
環
境
改
善
な

ど
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
る
。

や
り
が
い 	

米
か
ら
育
て
た
、
酒
が
出
来
上
が
る
。

途
中
い
ろ
い
ろ
な
工
程
と
選
択
が
あ
る
。

こ
う
い
う
酒
が
造
り
た
い
、
そ
の
た
め
に

は
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
る
。
材
料
と
な

る
米
は
、
天
候
や
品
種
に
よ
っ
て
毎
年
変

わ
る
。
毎
年
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
も
違
っ

て
く
る
の
で
、何
年
や
っ
て
も
飽
き
な
い
。

そ
の
他
、
蔵
人
、
設
備
、
水
も
違
い
、
お

客
様
の
欲
す
る
も
の
も
変
わ
っ
て
い
く
。

最
近
や
っ
と
酒
造
り
が
お
も
し
ろ
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

目
標 	

今
年
で
酒
造
り
３
年
目
と
な
る
の
で
、

結
果
を
残
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
日
本
酒
の
需
要
が
減
り
蔵
元
が

減
っ
て
き
て
い
る
中
、
吉
田
酒
造
に
し
か

で
き
な
い
特
徴
を
出
し
て
い
き
た
い
。
そ

れ
を
多
く
の
お
客
様
に
提
供
し
、
会
社
の

成
長
に
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
よ
い
。
何
年
か

先
に
は
、
各
品
評
会
で
賞
を
取
り
、
技
術

者
と
し
て
の
成
績
も
評
価
さ
れ
た
い
。

福
井
の
女
性
は 	

す
ご
く
働
く
、仕
事
が
丁
寧
、年
を
と
っ

て
も
働
く
、家
事
育
児
と
両
立
し
て
い
る
。

祖
母
は
ず
っ
と
蔵
人
分
も
合
わ
せ
た
食
事

を
担
当
、
母
は
店
が
終
わ
っ
た
後
も
夜
中

ま
で
経
理
の
仕
事
を
し
て
い
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
そ
の
姿
を
見
て
い
た
の
で
、
私
も

が
ん
ば
れ
る
の
だ
と
思
う
。

ご
自
身
の
部
屋
は
、
な
ん
と
蔵
の
隣
。

近
い
が
ゆ
え
様
子
を
見
に
行
き
た
く
な
る

そ
う
で
、
繁
忙
期
に
は
夜
中
２
時
間
お
き

と
の
こ
と
。
温
度
な
ど
の
オ
ー
ト
管
理
を

う
ま
く
利
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、「
機
械
は
参
考

程
度
で
や
は
り
自
分
の
目
で
見
て
み
た
く

な
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
真
子
さ
ん
は
、

プ
ロ
と
し
て
の
杜
氏
魂
が
宿
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
作
っ
て
も
ら
っ
た
米
を

無
駄
に
し
た
く
な
い
、
飲
ん
で
お
い
し
い

も
の
を
造
り
た
い
と
、
品
質
の
高
い
も
の

を
追
求
し
、
一
切
手
を
抜
く
こ
と
の
な
い

職
人
と
し
て
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

一
般
財
団
法
人
福
井
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

私
た
ち
は
、
母
子
・
父
子
の
ひ
と
り
親
家
庭
と
寡
婦

の
会
で
す
。
全
国
で
55
団
体
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
町

に
母
子
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。 

母
子
・
父
子
家
庭

や
寡
婦
の
同
じ
立
場
に
あ
る
も
の
が
、
互
い
に
助
け
合

い
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
生
活
の
向
上
を
目
指
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
の
格
差
が
拡
大
し
た
今
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
、

子
ど
も
が
未
来
に
向
け
て
希
望
を
失
う
こ
と
な
く
成
長

で
き
る
よ
う
、
柔
軟
か
つ
幅
広
い
活
動
や
支
援
な
ど
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
当
連
合
会
内
に
「
福
井
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
就
業
相
談
、
養
育
費
相
談
、
介
護
職
員
初
任

者
研
修
、
介
護
福
祉
士
受
験
講
習
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
な

ど
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
支
援
事
業
を
県
の
委
託
事
業
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

連
合
会
の
行
事
の
ひ
と
つ
に
51
回
目
を
迎
え
た
「
子

ど
も
と
知
事
の
つ
ど
い
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
開
催
地

区
を
変
え
、
子
ど
も
と
知
事
が
、
そ
の
地
区
の
特
色
あ

る
体
験
や
昼
食
を
と
も
に
し
て
、
ふ
れ
あ
う
集
い
で
す
。

今
年
は
県
立
鯖
江
青
年
の
家
で
革
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
を
し
ま
し
た
。

親
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
実
り
あ
る
団
体
で
す
。
現

在
会
員
募
集
中
で
す
。

吉田酒造
女性杜氏 吉田 真子さん

い
ま

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す

輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝

第51回令和元年度
子どもと知事のつどい

介護初任者研修
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